346
だけど、これで引っこんでいる巨大アリじゃなかった。ヤツは負けじと、体当りをかまー
てきたのだ。さっきのPk必殺で、PSIパワーを使い果たしていたぼくは、やむをえずバ
ットで応戦したけど、きつい体当りを1発くらってしまった(HPマイナス3)。でも!
負けじと、巨大アリの頭にバットでボカリ!巨大アリはくらくらよろめいてるぞ。
●現在のHpが8以上362●7以下2
347
アップルキッドとオレンジキッドの家はごく近所にあった。まずは、オレンジキッドの家
を訪ねた。会ってみると、オレンジキッドは、坊っちゃん刈りの頭にぶ厚いメガネをかけた、
いかにも発明家といった風貌の少年だった。
「なるほど、あなたは世界を救うための旅に出ているわけですね。わかりました。開発援助
金を50ドルください。そうすれば、きっとあなたに役立つ品物を発明してみせますよ」
ぼくは、自信に満ちたオレンジキッドがすっかり気に入り、迷うことなくお金を渡した。
続いて訪ねたのは、アップルキッドの家。アップルキッドは、ぼさぼさの髪をした、食い
しんぼうの太った少年で、オレンジキッドにくらべると、頼りなさそうな感じ
ふうん、50ドルくれたら、いろいろ発明したげるよ。ああ、このドーナッツおいしい」

